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　 アイ・サイ問答教室

「エージェント」とは何ですか？

学生「先生．エージェントということばを最近良く耳に

するのですが，何のことなんでしょうか？」

先生「ことばの意味が分からなければ辞書をひきなさい．

ほら，ここに英和辞典yがあるから．」

学生「エージェント (agent)とは．．．代理人，スパイ，行

為の主体者，作用物，外交員，選挙責任者．へー，い

ろんな意味があるんですね．でも，コンピュータの

分野でもこれにおとらず，いろんな意味でエージェ

ントということばが使われているように思うのです

けれども．」

先生「確かに．今日はちょうど，先輩達が研究室に遊び

に来てくれている．みんなどうも最近はエージェン

トの研究をしているらしい．そうだよね，A君．」

先輩A「はい，僕はインタフェースエージェントの研究

をしています．いわゆる電子秘書みたいなエージェン

トです．例えば，電子メールの整理をしてくれたり，

おもしろそうなWWWのページを教えてくれたり，

利用者の好みに合わせて仕事を代行してくれるエー

ジェントです．最近はインターネットのおかげでいろ

いろ便利になりましたが，読まなければならない電

子メール，ニュース，WWWページの量がやたら増

えてきました．近い将来はきっと「情報の洪水」が押

し寄せてくるんではないかとおそれています．そん

な時，インタフェースエージェントが強力な助け手

になれるようにと願って研究しているんですよ．そ

れから最近ではソフトウェアの利用法を教えてくれ

るエージェントもありますよね．例えば，Microsoft

O�ce 97に出てくるイルカとか．」

先生 「この手のエージェントは計算機と人間のインタ

フェースをスムーズにすることを目的としている．

最近の計算機はソフトウェアの技術が進んでいろん

なことができるようになったけれど，逆に使いこな

すためには分厚いマニュアルや参考書を読んだりし

なければならないから大変だよね．計算機はもっと

利用者に対して優しくなければならない．だから，こ

れからの計算機インタフェースとして人間のことば

でやりとりできるキャラクターの研究も盛んに行な

われている．このようなエージェントのことを「ビ

リーバブルエージェント」なんて呼んでいる場合も

yプログレッシブ英和中辞典第2版，小学館 (1987)

ある．さて，B君もエージェントだったっけ．」

先輩B「ええと，うちのグループではモバイルエージ

ェントの研究をしています．モバイルエージェント

はいろんなサーバを移動して情報収集してくれるエ

ージェントです．最近は携帯電話の普及にあわせて

PDA(Personal Digital Assistant)のような携帯端末

が普及してきましたが，利用者の命令を受けたモバ

イルエージェントはそこから送り出され，情報を収

集しては戻ってきます．途中でサーバとの接続を切っ

ても問題ないですから結構便利ですよ．」

先生「ただモバイルエージェントの場合，エージェントが

動作できるサーバ環境を備えてやる必要がある．最

近は IBMのAgletsやGeneral MagicのOdysseyと

いったJavaで書かれたシステムが登場してきたので

近いうちにはいろいろなサーバが立ち上がるかもし

れないね．C君はどんなエージェントだったっけ？」

先輩C「これまでのエージェントはソフトウェアで実現

しているものですからソフトウェアエージェントと

呼ぶとすれば，うちはフィジカルエージェントです

ね．えー，実はロボットの研究なんですけれども．最

近はMars Path�nderによる火星探査の成功やホン

ダの作った自立歩行ロボットなどでけっこう注目さ

れていますからね．これからはロボットの時代です

よ．きっと．」

先輩D「私も一言言わせてください．ええ，うちの会社

ではマルチエージェントの研究をしています．複数

のエージェントが協力して問題を解決するようなシ

ステムを開発中です．インターネットによっていろ

いろな計算機が相互接続されるようになってきてい

ますから，マルチエージェントの研究はこれからま

すます重要になってくると思っています．」

先生 「マルチエージェントや分散AIの研究というのは

エージェント自体よりも，エージェント間の相互作

用や組織の問題に興味があるんだね．だから，エー

ジェント間の協調，調整，交渉とかいったことが話題

になる．従来のAIが一人の人間の知能を研究対象と

していたのに対し，分散AIは複数の人間からなる社

会を研究対象としている．その構成要素をエージェ

ントと呼んでいるわけだ．また人工生命の研究をし

ている人たちは，人間よりもレベルの低いアリのよ
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うな昆虫社会を対象にしていて，同じくその構成要

素をエージェントと呼んでいるようだね．」

学生「へー，同じエージェントということばを使ってま

すけど，いろんなエージェントがあるんですねえ．と

ころでよくエージェントとオブジェクトはどう違う

んだと質問されるんですけれども，なんて答えたら

いいんでしょうか．」

先生「じゃあ少しだけオブジェクトの説明をしようか．一

般にプログラムというのは処理の手続きを表すアル

ゴリズムと処理の対象となるデータからできあがっ

ている．従来のBASIC，FORTRAN，Cといった言

語はどちらかというと手続きの記述を重視した言語

で，データは手続きによって処理される対象でしかな

かった．それに対して最近のC++とか Javaといった

オブジェクト指向言語はデータの方を重視していて，

データの中にそれが処理される手続き (メソッド)を

埋め込むような記述法をとっていて，その全体をオ

ブジェクトと呼んでいるんだ．オブジェクト指向の

概念を導入することでモジュールごとのソフトウェ

ア開発や再利用が容易になって大規模なシステム作

りに適しているんだよ．その意味ではオブジェクト

指向というのは従来のプログラミング言語の延長に

あるといっていい．一方，エージェントというのは

それよりも抽象度が高くて，プログラムする対象や

目標を表す概念だ．だからエージェントはオブジェ

クト指向言語で記述することができる．もちろんオ

ブジェクト指向言語でなくても記述できるけどね．」

学生「どちらを使うかは人の好き好きといったところで

しょうか．エージェントの定義も人の好き好きとい

う感じがしますけどね．」

先生「じゃあここでエージェントの定義を黒板（第1図）

にまとめてみよう．それぞれのエージェントの目標

としていることは相互作用，インタフェース，可動

性や身体性ということだから，究極的には人間をそ

の目標にしているといえるのではないかな．」

学生 「それじゃ昔のAIと同じじゃないですか．」

先生 「でもね，これまでのAIはエキスパートシステム

に代表されるように解決には知能が必要だけれども，
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あらかじめ想定された範囲の問題だけを扱う「閉じ

た問題」を解決してきたのではないかと思うんだ．

このような問題は IBMのDeepBlueがチェスの世界

チャンピオンを打ち負かしたことで象徴されるよう

に，かなりの成功が見込めるようになってきた．だ

からこれからはインターネットに代表されるように，

与えられた環境がダイナミックに変化するような「開

いた問題」を扱わなければならないと思うんだ．ロ

第 1 図 エージェントの分類

ボットが扱わなければならない問題もその一つだよ

ね．そのような問題に対しては状況の変化に柔軟に

対応できるような解決法が必要になる．エージェン

トはそのような「開いた問題」を解決するAIシステ

ムの代名詞として使われているような気がするんだ．

このような観点から書かれたAI の教科書としては

S. Russel and P. NorvigのArti�cial Intelligence:

A Modern Approach, Prentice-Hall (1995)がある．

また，これまでに述べたエージェントのことをもっと

勉強したい人には J. M. Bradshaw (ed.)のSoftware

Agents, AAAI Press (1997) やM. N. Huhns and

M. P. Singh (eds.)のReadings in Agents, Morgan

Kaufmann Publishers, Inc. (1998)がお勧めだよ．」

(北村泰彦*)
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